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●　ＣＯＶＥＲ

　こんなに重たいの？
　警察官の防弾ヘルメット
　　　　未来の担い手育成プロジェクト

●　ＣＯＶＥＲ

　こんなに重たいの？
　警察官の防弾ヘルメット
　　　　未来の担い手育成プロジェクト



「新庄金山道路」「金山道路」の事業進捗状況 ▼防災情報やイベント情報など、
　町からの行政情報をメールで
　受け取ることができます。

登録はこちらから！

※行事の変更等は、行政放送、情報メール、ホームページ等で
　お知らせします。

12月行事予定表
■　も　く　じ　■　C o n t e n t s

◆東北中央自動車道の事業進捗状況

◆未来の担い手育成プロジェクト

　　～プロジェクトＫ～

◆町政NEWS

◆まちのわだい

　カムロトレイルランを開催

　新庄南高金山校「乳幼児と生徒のふれあい教室」

　金山華道愛好会が展示を開催

　町身障者協会「いきいき教室」で交流を深める

　小・小交流学習

　「傘寿を祝う会」ご祈祷を受ける

　令和３年度交通安全・防犯関係表彰

◆フォトリポート

◆令和４年度予算編成方針

◆歩こうイベント結果発表！

◆ほっとクリニック・デマンド交通のお知らせ

　わたしと金山・交通事故防止強化旬間

◆お知らせ掲示板

◆図書室だより・地域おこし協力隊通信

　東京金山会通信・ぶんげい

◆グリーンバレー神室スキー場

P３

P４

P８

P10

P12

P14

P16

P18

P20

P22

P24

　11月５日、職業体験学習「プ
ロジェクトＫ」が開催されまし
た。今月はその様子を４ページ
にわたり紹介しています。
　表紙は、警察官の防弾ヘルメ
ットを初めて着用した姿をおさ
めました。想像以上に重たいヘ
ルメットの装着を、金山駐在所
の笹所長に手伝ってもらってい
る様子です。

＝今月の表紙＝
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【町立金山診療所　診療予定】
○疼 ▶ 疼痛外来　○小 ▶ 小児科外来　○夕 ▶ 夕診

１（水）

２（木）
３（金）
４（土）
５（日）
６（月）

７（火）

８（水）
９（木）
10（金）
11（土）
12（日）
13（月）
14（火）

15（水）

16（木）
17（金）
18（土）
19（日）
20（月）
21（火）

22（水）

23（木）
24（金）
25（土）
26（日）

27（月）

28（火）
29（水）
30（木）
31（金）

町除雪班・神室スキー場従業員決断式

すこやか相談

心配ごと相談

町議会12月定例会（～10日）

乳児健診

ベビーマッサージ教室

神室スキー場安全祈願祭

１・２歳児歯科健診

心配ごと相談

すこやか相談

ママと赤ちゃんのケア教室

新庄南高金山校模擬議会

リトミック教室

知事と若者の地域創生ミーティング

心配ごと相談

心の健康相談

○夕

○小

○疼

○小

○夕
○小

○疼
○小

○夕

○小

○疼
○小

○夕

○小

○疼

○小

　
現
在
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
、
東

北
中
央
自
動
車
道
「
新
庄
金
山
道
路
」

「
金
山
道
路
」
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
現
場
で
は
、
水
路
の
設
置
や

盛
土
工
事
等
が
行
わ
れ
、
将
来
の
道
路

の
形
が
少
し
ず
つ
見
て
取
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
各
道
路
に
お
け
る
本
年

度
の
事
業
進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

【
新
庄
金
山
道
路
】

　
本
年
度
の
国
の
予
算
は
30
億
円
で
、

令
和
７
年
度
の
開
通
に
向
け
、本
年
度
、

道
路
設
計
、
用
地
補
償
、
支
障
物
件
補

償
、
改
良
工
事
、
橋
梁
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

【
金
山
道
路
】

　
本
年
度
の
国
の
予
算
は
８
億
円
で
、

道
路
設
計
、
用
地
補
償
、
支
障
物
件
補

償
等
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
新
庄
・
湯
沢
地
域
間
に
お

け
る
事
業
中
区
間
の
早
期
完
成
に
向

け
、
最
上
地
域
と
秋
田
県
南
地
域
の
自

治
体
等
が
連
携
し
、
要
望
活
動
等
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

新庄金山道路　L=5.8㎞新庄金山道路　L=5.8㎞

（仮）昭和IC

（仮）金山南IC

トンネル橋梁
（県道）

橋梁
（県道）

橋梁
（金山川）

橋梁
（上台川）

新 庄 市

金 山 町

34413

13
13

至湯沢市

（仮）金山北IC

金山道路　L=3.5㎞金山道路　L=3.5㎞
（仮）金山IC

トンネル

橋梁（県道）

新庄金山道路（上台地区内）の工事状況

金山町

湯沢横手道路
延長29.0km

（H19.8全線開通）

院内道路
延長3.0km

（H28.11全線開通）

主寝坂道路
延長9.9km

（H20.3全線開通）

新庄金山道路
延長5.8km

令和７年度開通予定

泉田道路
延長8.2km

令和４年度開通予定

横堀道路
延長3.7km

令和７年度開通予定

真室川雄勝道路
延長7.2km

金山道路
延長3.5km

町道羽場凝山線（荒屋地区内）の迂回について
迂回終了予定日：令和４年３月末日まで

　町道羽場凝山線（荒屋地区内）にＢＯＸカルバート（新庄金山
道路を横断するためのトンネル）を設置するため、下記の期間
において町道を迂回いただくことになります。
※天候状況等により期間が変更になる場合があります。

新庄金山道路　L=5.8㎞新庄金山道路　L=5.8㎞ 金山道路　L=3.5㎞金山道路　L=3.5㎞



　
爽
や
か
な
秋
晴
れ
と
な
っ
た
11

月
５
日
、
金
山
町
職
業
体
験
学
習

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｋ
」
が
今
年
度

も
金
山
中
学
校
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
で
５
年
目
を
迎

え
る
こ
の
取
り
組
み
は
、「
働
く
」

こ
と
を
身
近
に
感
じ
て
、
地
元
金

山
で
仕
事
を
行
う
企
業
や
、
高
い

技
術
を
持
っ
た
職
人
の
方
々
の
姿

に
実
際
に
触
れ
、
地
域
に
根
付
い

た
仕
事
を
体
験
す
る
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

小
学
６
年
生
、
金
山
中
１
年
生
、

新
庄
南
高
金
山
校
１
年
生
、
合
わ

せ
て
約
80
人
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ

れ
３
つ
の
職
種
を
体
験
し
ま
し

た
。
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金山町職業体験学習

プロジェクトＫ
金山の未来の担い手育成プロジェクト

1－㈱荘内銀行金山支店　2－白岩土木建築㈱　3－金山コネクタ㈱
4－金山町森林組合　5－㈲笹原自動車工場　6－星川建設㈱
7－金山美容組合　8－特別養護老人ホームみすぎ荘　9－金山農業協同組合
10－最上広域市町村圏事務組合消防本部金山支署　11－㈲星輪
12－㈲スズキ金山販売　13－新庄警察署　14－農事組合法人いずえむ
15－新庄最上建設総合組合金山支部　16－今年は消防車も出動
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職
場
体
験
と
は
、
生
徒
が
事
業

所
な
ど
の
職
場
で
働
く
こ
と
を
通

じ
て
、
職
業
や
仕
事
に
つ
い
て
実

際
に
体
験
し
た
り
、
働
く
人
々
と

接
し
た
り
す
る
学
習
活
動
の
こ
と

で
す
。

　
金
山
町
小
中
高
一
貫
教
育
の
事

業
と
し
て
、
平
成
30
年
に
始
ま
っ

た
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｋ
」。
金
山

中
学
校
の
屋
内
外
に
15
の
ブ
ー
ス

が
設
置
さ
れ
、
生
徒
た
ち
は
、
小

中
高
の
５
〜
６
人
の
合
同
班
編
成

に
分
か
れ
様
々
な
職
業
を
体
験
し

ま
し
た
。
事
業
所
の
方
た
ち
は
、

生
徒
た
ち
に
「
ど
の
よ
う
な
場
所

で
活
躍
し
て
い
る
の
か
」「
ど
ん

な
作
業
を
行
っ
て
い
る
か
」
な
ど

を
説
明
し
、
実
際
に
作
業
を
体
験

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
こ
の
金
山
の
未
来
の
担
い
手
育

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
行
委
員
長

で
あ
る
、
も
が
み
北
部
商
工
会
金

山
支
部
長
の
星
川
広
喜
実
行
委
員

長
は
「
こ
の
取
り
組
み
は
町
外
か

ら
も
評
価
が
高
く
嬉
し
く
思
う
。

子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
の
職
業
を

選
ぶ
時
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｋ
の

こ
と
を
少
し
で
も
思
い
出
し
て
く

れ
る
と
あ
り
が
た
い
。
繊
細
な
技

術
、
誇
り
を
持
ち
働
い
て
い
る
方

に
触
れ
、
何
か
感
じ
取
っ
て
く
れ

れ
ば
」
と
生
徒
た
ち
に
温
か
い
眼

差
し
を
向
け
ま
す
。

　
５
年
目
を
迎
え
、
事
業
所
も
生

徒
た
ち
に
も
っ
と
面
白
い
体
験
を

し
て
も
ら
お
う
と
創
意
工
夫
。
最

上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防

本
部
で
は
、
今
回
初
め
て
消
防
車

と
救
急
車
を
配
備
し
、
放
水
体
験

を
準
備
し
て
く
れ
ま
し
た
。
他
に

も
ド
ロ
ー
ン
や
Ｖ
Ｒ（
バ
ー
チ
ャ

ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
）
な
ど
の
建
設

業
や
農
業
で
活
用
し
て
い
る
最
新

技
術
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
体
験
後
の
感
想
発
表
で
は
、「
町

で
活
躍
す
る
仕
事
を
実
際
に
体
験

で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
様

子
。参
加
し
た
事
業
所
の
方
は「
自

分
が
な
り
た
い
職
業
に
な
る
た
め

に
は
、
全
て
試
験
が
あ
る
。
好
き

な
仕
事
に
就
く
た
め
に
は
、
学
び

が
大
切
。
勉
強
を
大
切
に
し
て
ほ

し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。

　
金
山
で
働
く
こ
と
や
夢
を
持
つ

こ
と
、
ど
の
よ
う
な
大
人
に
な
り

た
い
の
か
、
肌
で
学
ぶ
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
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将来の夢を考えるきっかけに　
　　～未来の担い手プロジェクト～

▲防火衣の着用に戸惑う生徒
▲生徒たちに大人気の壁塗り体験

•興味が無かった業種だったけど、体験してみると見え方が変わった。
•「地元の活性化に繋げたい」「地元ならではの魅力を発信したい」と働いている方の熱意を感じた。
•仕事は大変だというイメージだけ持っていたけれど、それだけではなく、働いている人が「楽しい」
と感じる職場があってとてもいいなと感じた。
•将来どんな職業についても人のためになるような仕事をするという考え方を大切にしたい。
•人手不足を解消するため、最新の技術を使っていることを知れた。
•自分の好きなことを仕事にするためには、目標をしっかり持ち、その目標に向かって前向きに努
力することが大切だと教えてもらった。
•金山にもこんなに素敵な仕事をしている方がたくさんいるということを知れた。
•学び続けることが大事だと気付いた。自分をどう変えていくのか、どう行動すればいいのかを考
えるきっかけになった。

参
加
し
た
生
徒
の
皆
さ
ん
の

感
想
を
一
部
紹
介
し
ま
す

生徒の声

金山中学校
　髙橋　晋也  校長

金山美容組合
　奥山　伸  さん

　小中高の生徒たちが集まったプロジ
ェクトＫの開講式で「小学生はチャレ
ンジ」、「中学生は働く意義を」「高校
生は自分の将来を見据えて」体験して
ほしいと伝えました。年齢に合わせて、
しっかりとした目的を持って体験して
欲しかったからです。この体験を通し
て、どんな職業に就きたいかはもちろ
んのこと、「どんな人間になりたいか、
どんな生き方をしたいか」を考えるき
っかけになってほしいのです。
　コロナ禍、そして忙しいにもかかわ
らず、たくさんの企業の方に協力して
いただき、本当に感謝しています。子
どもたちは夢を持った、生き生きとし
た人に影響を受けます。今回、生き方
を学んだ子どもたちが多くいたと感じ
ています。
　体験後、子どもたちの顔つきもキリ
っと変わったように見えました。

▼プロジェクトＫ協力事業所▼
新庄警察署・特別養護老人ホームみず
ぎ荘・㈱荘内銀行金山支店・金山コネ
クタ㈱・新庄最上建設総合組合金山支
部・農事組合法人いずえむ・最上広域
市町村圏事務組合消防本部金山支署・
星川建設㈱・㈲星輪・白岩土木建築㈱・
金山農業協同組合・金山町森林組合・
㈲スズキ金山販売・㈲笹原自動車工場・
金山美容組合

　子どもたちのため、美容組合として初
めてプロジェクトＫに参加しました。生
徒たちには、カットの基本やアイロンを
使ったセットの方法などを体験してもら
いました。見ていると、手先が器用で、
筋があるなと感じる子も結構いましたね。
いろいろな職業を体験してみて、こんな
職業もあるんだなと興味を持ってもらい、
将来の職業を選択するきっかけになれば
嬉しいです。

▲現場看板も本物
そのもの

1－札勘訓練の様子　2－介護って何だろう
3－器用にカンナで削る
4－最先端技術のVRを初体験

事業所の声
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山
町
表
彰
・
感
謝
状
伝
達
式
を
開
催

令
和
３
年
度
表
彰
受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す

金

　
長
年
に
わ
た
り
、
青
少
年
の

健
全
育
成
を
推
進
し
た
と
し
て

渡
部
昭
仁
さ
ん
（
羽
場
）
に
山

形
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
か

ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
渡
部
さ
ん
は
、
平
成
22
年
か

ら
青
少
年
育
成
推
進
員
を
務
め

ら
れ
、
平
成
30
年
か
ら
は
、
町

の
代
表
推
進
員
に
就
任
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
は
、
最
上
地
区

青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会
の
副

会
長
を
務
め
ら
れ
、
町
を
は
じ

め
最
上
地
区
の
子
ど
も
た
ち
の

見
守
り
、
街
頭
指
導
、
巡
回
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
積
極
的
に
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
更
な

る
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

部
さ
ん
が
表
彰
を
受
賞

長
年
に
わ
た
り
青
少
年
健
全
育
成
に
貢
献

渡

　
11
月
２
日
、
金
山
農
業
協
同

組
合
並
び
に
全
国
共
済
農
業
協

同
組
合
連
合
会
山
形
県
本
部
か

ら
、
町
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
４
基

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
交
通
安
全
対
策
事
業

の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
平
成
７
年
か
ら
毎

年
寄
贈
い
た
だ
き
、
合
計
で

１
９
７
基
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
や
要

望
の
あ
っ
た
箇
所
、
老
朽
化
し

た
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
代
替
と
し

て
順
次
設
置
し
て
い
ま
す
。
岸

理
事
長
は
寄
贈
に
際
し
「
地
区

内
の
交
通
安
全
に
役
立
て
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
長
年
に
わ
た
り
寄
贈
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ー
ブ
ミ
ラ
ー
４
基
を
町
に
寄
贈

交
通
安
全
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら

カ

Ｊ
Ａ
金
山
の
岸
理
事
長
、Ｊ
Ａ
共
済
連
合
山
形

県
本
部
の
担
当
者
が
来
庁
し
手
渡
し
さ
れ
た

11
月
10
日
、
須
藤
教
育
長
か
ら

渡
部
昭
仁
さ
ん
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た

１
表
彰
・
感
謝
状
受
賞
者
を
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

２
卓
越
技
能
者
顕
彰
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

　
11
月
12
日
、
日
本
赤
十
字
社

山
形
県
支
部
か
ら
、
日
赤
金
山

町
分
区
に
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
テ
ン

ト
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
災
害
時
な
ど
に
、
実
働

的
か
つ
迅
速
に
救
護
活
動
を
展

開
で
き
る
よ
う
に
寄
贈
い
た
だ

い
た
も
の
で
、
従
来
の
組
立
式

テ
ン
ト
と
比
べ
軽
量
で
、
設
営

も
簡
単
に
で
き
ま
す
。

　
交
付
式
に
は
、
羽
場
地
区
赤

十
字
奉
仕
団
の
方
々
も
参
加
さ

れ
、
式
後
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
テ
ン

ト
の
取
り
扱
い
方
法
や
、
感
染

症
対
策
を
踏
ま
え
た
被
災
者
支

援
と
し
て
備
蓄
し
て
い
る
「
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
」「
避
難
所
用

簡
易
テ
ン
ト
」
な
ど
の
説
明
を

受
け
、
災
害
時
の
支
援
救
護
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

害
時
の
迅
速
な
支
援
の
た
め

日
本
赤
十
字
社
山
形
支
部
が
テ
ン
ト
を
寄
贈

災

　
㈱
マ
ル
コ
ウ
環
境
と
㈱
斎
苑

（
と
も
に
真
室
川
町
）か
ら
10
月

26
日
、
町
に
30
万
円
の
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
き
ら
や
か

銀
行
の
「
き
ら
や
か
じ
も
と
応

援
私
募
債
」
を
活
用
し
た
も
の

で
、
寄
付
に
際
し
マ
ル
コ
ウ
環

境
の
斎
藤
哲
也
代
表
取
締
役
社

長
は
「
Ｓ
Ｄ
G
ｓ
達
成
に
向
け
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」と
話
し
、

斎
苑
の
斎
藤
美
香
代
表
取
締
役

は
「
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
金
山
町
に
寄
付
と
い
う
形

で
貢
献
し
た
い
」
と
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
佐
藤
町
長
は

「
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
主
役
で

あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
環
境

教
育
資
金
と
し
て
有
効
活
用
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め

マ
ル
コ
ウ
環
境
と
斎
苑
が
町
に
寄
付

未

㈱
斎
苑
の
斎
藤
美
香
代
表
取
締
役（
右
）と

㈱
マ
ル
コ
ウ
環
境
の
斎
藤
哲
也
代
表
取
締
役
社
長

山
形
県
支
部
の
白
田
事
務
局
長
か
ら

佐
藤
町
長
へ
交
付
状
が
手
渡
さ
れ
た

町政ＮＥＷＳ

1

２

●表彰の部（敬称略）
　柴田　清正　（入有屋）　／　町議会議長の職を退職
　須藤　典夫　（田茂沢）　／　町議会議員の職に12年以上在職し副議長の職を退職
　樋渡　洋子　（三枝）　　／　町立金山診療所経営委員として20年以上在職
　加藤　勝昭　（安沢）　　／　統計調査員として22年以上在職
　西田　忠一　（羽場）　　／　生活環境事務取扱者として22年以上在職
　碇屋　　昇　（谷口）　　／　税務事務取扱者として22年以上在職
　柴田　久一　（柳原）　　／　産業事務取扱者として22年以上在職
　星川　　広　（安沢）　　／　消防団員として30年以上在職し、消防団分団長の職
　　　　　　　　　　　　　を退職
　星川　正年　（安沢）　　／　令和２年11月に瑞宝単光章叙勲受章
　五十嵐義弘（下向）　　／　令和３年４月に瑞宝単光章叙勲受章

●特別表彰の部（敬称略）
　小笠原忠太郎（漆野）／　種雄牛として県産和牛の生産を支えた「平忠勝」の
　　　　　　　　　　　　　生産者

●感謝状の部（敬称略）
　栗田　保則　（下中田）　　阿部　直樹（荒屋）　　　柴田　修一（七日町）
　橋間　　進（長野）　　　阿部　哲男（稲沢）　　　柴田　敏継（漆野）
　柴田タケ子（入有屋）　　星川　恵子（羽場）　　　栗田　孝子（下中田）
　藤山　　猛（稲沢）　　　柿崎　貞治（田茂沢）　　永山　　高（稲沢）
　佐藤　幸一　（田茂沢）　　柴田　　廣（入有屋）　　須藤　　実（田茂沢）
　今井　直俊　（十日町）　　栗田　正義（漆野）　　　小野　常夫（稲沢）
　斉藤　勇一　（長野）　　　三上　仁志（飛森）　　　阿部　信広（荒屋）
　三上　裕一　（七日町）　　庄司　紀一（谷口）　　　加藤　勝昭（安沢）
　矢口　　勝（宮）

●卓越技能者顕彰表彰者（敬称略）
　柴田　　榮（十日町）　／　建築大工として60年尽力
　柿崎　　悟（下中田）　／　建築大工として51年尽力
　西田美枝子（羽場）　　／　理容師として64年尽力
　小沼きみ子（柳原）　　／　美容師として49年尽力

　11月９日、金山町表彰・感謝状伝達式が開催され、長年にわたり町の振興に寄与され、その功績が顕著な方々に佐藤町長から表彰状・感謝状が贈られました。
また、卓越した技能を持ち、後継者の育成や産業の 発展に寄与された方々にも同日、表彰状が伝達されました。今後も、町政の発展にご協力をお願いいたします。

ひらただかつ



まちの
わだい
身近なわだい、お寄せください。　
総務課 広報情報係　☎５２－２１１１（内線２２５）

　多年にわたり交通安全のために献身的に尽力をされた方
や、長年無事故・無違反の運転者として、次の方々が表彰
されました。
●山形県交通安全対策協議会長（知事）表彰（交通安全功労
者）沼澤ひろ子さん　●全日本交通安全協会長　交通栄誉
章緑十字銅章（優良運転者）永山美穂さん　●山形県警察
本部長・山形県交通安全協会長連名表彰（優良運転者）栗
田保則さん、栗田正一さん、渡部昭仁さん

　また、多年にわたり防
犯活動に尽力された金山
町防犯協会の白畑健一さ
んが最上地区防犯協会連
合会長表彰を受賞されま
した。皆さん、誠におめ
でとうございます。

　10月29日、金山中第11回卒業生「傘寿を祝う会」（大
場征志実行委員長）が、同級生の長寿・健康・コロナ退散
を願い八幡神社でご祈祷を受けました。午前10時から行
われたご祈祷では、全国各地で生活している同級生にも、
同時刻、金山町の八幡神社に向かい手を合わせていただく
ようにハガキで案内。参加した代表者たちは、「同級生の
繋がりを大切に長生きしたい」と微笑んでいました。

　11月１日から５日まで、秋の生け花展（金山町華道愛好
会主催）が中央公民館で開催されました。華道愛好会の柴
田静香会長は「愛好会の皆さんと集まって、お花を生ける
ことでとても素敵な時間を過ごしている。若い人にも生け
花に興味を持ってほしい」と話していました。中央公民館
で行われた展示会に訪れた方たちは、一つ一つの作品に感
嘆の声をもらしていました。

　11月５日、町の育児支援の取り組みと、子どもを産み、
育てることの尊さを学ぶ「乳幼児と生徒のふれあい教室」
が新庄南高等学校金山校で開催されました。授乳相談室た
かはし（新庄市）の髙橋優助産師を講師に招き母体の中の
赤ちゃんの成長過程などについて勉強しました。妊婦体験
ジャケットを着用した男子生徒は「腰への負担があった。
座っているのも大変だった」と話していました。

　来年４月の学校統合に向けて、11月９日から11日にか
けて学年ごとに分かれ、小・小交流学習が金山小で行われ
ました。児童たちは、体育や外国語などの授業をうけ、コ
ミュニケーションをとりました。正野綾香さん（明安小３
年）は、「いつもの授業より楽しかった。来年４月が楽し
み」と嬉しそうに感想を述べていました。スムーズな統合
に向け、今後も準備を進めていきます。

　11月13日、アウトドアスポーツ愛好会でつくるワイル
ドゾンビ―ズ（小野智彦代表・山崎）が「カムロトレイル
ラン2021」を初開催しました。時折強い雨が降る中、一
般からファミリーまで175人の参加者がグリーンバレーカ
ムロの特設コースを駆け抜けました。一般の部では、鉤掛
森がコースに含まれ、参加者たちは楽しみながら金山の大
自然を走りきりました。大会は全員完走し、大成功で幕を
閉じました。

　山々が色づき始めた10月26日、町身体障害者福祉協会
がいきいき移動教室を開催し、庄内の湊町酒田を巡りまし
た。感染症対策をしっかり行い、山居倉庫と庄内米歴史資
料館、山王くらぶの傘福など、歴史と文化に触れ有意義な
時間を過ごしました。
　身障協会新規会員も募集中です。社協が事務局となり仲
間作りをサポートします。お気軽にご連絡ください。
問金山町身体障害者福祉協会　☎52－2099　担当　柴田

▼赤ちゃん人形で抱っこの方法を学ぶ金山校の生徒たち

▲生け花の展示を行った金山町華道愛好会の皆さん

▼代表してご祈祷に参加した伊藤江久子さん、矢口幸子さん、
　三上弘治さん、笹原洋雄さん（写真左から）

▼相馬樓の舞妓さんと記念撮影を行う会員の皆さん

▲山形県交通安全対策協議会長表彰状を受賞した沼澤さん

▲わからないとこを教えあいながら交流を図る、有屋小の児童
　と金山小の児童

▲力走を見せる選手の皆さん。ゴール後は多くの笑顔がみられた。

金山中第11回卒業生「傘寿を祝う会」
八幡神社でご祈祷を受ける

金山町身体障害者福祉協会
いきいき教室で交流を深める

令和３年度交通安全・防犯関係表彰
受賞者を紹介します

金山華道愛好会が展示を開催
個性あふれる作品がズラリ

新庄南高金山校生徒
命の尊さや乳児とのふれあいを学ぶ

カムロトレイルラン2021を開催
神室の山を駆け抜ける

４月からの学校統合に向けて
小・小交流学習

広報かねやま　2021.12 ⑩広報かねやま　2021.12⑪



有
屋

少
年
番
楽

明
安

子
ど
も
歌
舞
伎

　
安
沢
歌
舞
伎
保
存
会
の
指
導

の
も
と
、
平
成
９
年
か
ら
学
校

教
育
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん

で
き
た
「
明
安
子
ど
も
歌
舞

伎
」。
10
月
24
日
、
閉
校
記
念

明
安
っ
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

７
月
か
ら
練
習
し
て
き
た
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。
大
人
顔
負

け
の
演
技
を
見
せ
、
見
栄
を
切

る
と
、
会
場
は
盛
大
な
拍
手
で

包
ま
れ
ま
し
た
。

広報かねやま　2021.12 ⑫広報かねやま　2021.12⑬

　
有
屋
地
域
の
稲
沢
地
区
及

び
柳
原
地
区
に
古
く
か
ら
伝

わ
る
民
族
芸
能
で
あ
る
「
番

楽
」
の
継
承
を
目
的
に
組
織

さ
れ
た
「
有
屋
少
年
番
楽
」。

10
月
24
日
、
竜
馬
っ
子
感
謝

祭
で
１
年
ぶ
り
に
舞
を
披
露

し
ま
し
た
。
児
童
た
ち
の
力

強
い
舞
に
大
き
な
拍
手
と
お

ひ
ね
り
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

子どもたちが紡ぐ
金山町の伝統芸能

Photo Report

フォトリポート

魅
せる
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予
算
編
成
の
基
本
方
針

　
「
徹
底
議
論
！
早
期
決
定
！
」。
こ

の
指
針
を
基
に
令
和
４
年
度
の
予
算

を
編
成
し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
か
ら
今
年
度
に
か
け

て
、
中
央
公
民
館
の
あ
り
方
や
グ
リ

ー
ン
バ
レ
ー
神
室
の
方
向
性
、
廃
校

の
利
活
用
な
ど
町
民
生
活
と
町
財
政

を
大
き
く
左
右
す
る
事
業
に
つ
い
て
、

多
く
の
方
と
議
論
を
交
わ
し
て
き
ま

し
た
。
議
論
が
大
詰
め
を
迎
え
て
い

る
今
、
ま
さ
に
指
針
の
と
お
り
、
町

の
方
針
を
示
し
な
が
ら
、
議
論
を
加

速
さ
せ
、
決
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　
弾
力
性
の
あ
る
財
政
基
盤
を
再
構

築
す
る
こ
と
で
「
未
来
に
向
け
た
適

切
な
投
資
」
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

地
に
足
を
つ
け
な
が
ら
も
、
夢
あ
る

町
政
運
営
を
一
刻
も
早
く
実
現
す
る

た
め
に
も
、
議
論
が
進
ん
で
い
る
事

業
に
つ
い
て
、
一
定
の
方
向
性
に
沿

っ
た
内
容
を
予
算
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
も
、
町
民
の
皆
さ
ん

が
本
当
に
必
要
と
し
て
い
る
事
業
を

選
択
し
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が

図
ら
れ
る
よ
う
に
慎
重
に
予
算
を
編

成
し
て
い
き
ま
す
。

人
口
動
態
が
及
ぼ
す
影
響

　
当
町
の
収
入
の
約
半
分
は
、
普
通

交
付
税
が
占
め
て
い
ま
す
。
普
通
交

付
税
は
、
人
口
を
基
礎
と
し
て
算
出

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
人
口
減
少
は
町

の
財
政
基
盤
と
密
接
な
関
係
に
あ
り

ま
す
。

　
令
和
２
年
度
国
勢
調
査
に
お
い
て
、

当
町
の
人
口
減
少
率
は
県
内
最
大
の

13
％
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢

化
率
は
今
年
３
月
末
現
在
37
・
１
％

で
す
が
、
２
０
３
０
年
に
は
42
・
１

％
に
な
る
と
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
が
推
計
し
て
い
ま
す
。

　
町
の
児
童
数
も
さ
ら
に
減
少
傾
向
。

金
山
小
学
校
の
児
童
数
の
推
移
見
込

み
で
は
、
令
和
４
年
度
の
２
２
０
名

か
ら
毎
年
数
名
前
後
、
全
校
児
童
数

が
減
少
し
て
い
き
ま
す
。
令
和
９
年

度
に
な
る
と
さ
ら
に
減
少
は
加
速
し

て
、
新
入
生
は
15
名
の
見
込
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。
全
校
児
童
数
は
、
令

和
４
年
度
か
ら
９
年
度
の
６
年
間
で

45
名
が
減
少
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
20
年
後
の
人
口
規
模
で
推
計
す
る

と
、
交
付
税
は
現
在
よ
り
約
２
億
４

千
万
円
減
少
す
る
見
通
し
。
ま
た
、

国
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
減
収
し
た
国
税

を
令
和
９
年
度
以
降
の
交
付
税
を
減

額
す
る
こ
と
で
調
整
す
る
と
し
て
い

ま
す
。
す
で
に
将
来
の
歳
入
減
が
分

か
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
今
か
ら

対
策
を
打
た
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

４
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て
も
引
き

続
き
「
歳
入
規
模
に
合
わ
な
い
事

業
」
が
な
い
か
、
精
査
し
て
い
き
ま

す
。

７
つ
の
重
点
事
業

　
予
算
編
成
に
お
い
て
も
、
必
要
に

応
じ
て
縮
小
や
廃
止
と
判
断
す
る
事

業
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
で
、
町
特
有
の
課
題
の
解
決

や
今
を
乗
り
切
る
た
め
の
施
策
に
つ

い
て
は
、
重
点
的
に
取
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
〜
①
健
康
づ
く
り

の
推
進　
②
学
力
向
上
対
策　
③
所

得
向
上
対
策　
④「
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ

ナ
」
対
策　
⑤
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

⑥
新
し
い
地
域
交
通
の
あ
り
方　
⑦

こ
れ
か
ら
の
町
の
観
光
・
景
観
施
策

の
確
立
〜
の
７
事
業
で
す
。
詳
細
は

左
に
記
載
の
と
お
り
で
す
。

　
特
に
①
〜
③
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

町
職
員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
、
ど
の
よ
う
な
事
業

が
有
効
な
の
か
、
具
体
的
な
検
討
の

最
中
で
す
。
当
然
、
４
年
度
だ
け
で

解
決
す
る
課
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各

重
点
事
業
に
お
い
て
、
５
〜
10
年
後

の
あ
る
べ
き
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
結

果
に
こ
だ
わ
っ
た
中
長
期
的
な
事
業

展
開
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
対
策
は
引
き
続
き

町
の
優
先
課
題
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
進
ん
だ
一
方
で
、
感
染
症
予
防

の
観
点
か
ら
も
、
以
前
の
生
活
に
戻

る
こ
と
は
困
難
と
い
う
側
面
も
あ
り

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
国
で
進
め
る

デ
ジ
タ
ル
化
を
当
町
も
遅
れ
を
と
ら

な
い
よ
う
に
取
り
入
れ
、「
ウ
ィ
ズ
・

コ
ロ
ナ
」
を
意
識
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
実
現
で
き
る
予
算
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
事
業
実

績
の
分
析
に
と
ど
ま
ら
ず
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
意
向
を
掘
り
下
げ
る
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
７
つ
の
重

点
事
業
を
中
心
に
、
福
祉
や
教
育
な

ど
よ
り
生
活
に
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
を

守
り
、
そ
し
て
充
実
さ
せ
る
４
年
度

予
算
を
目
指
し
ま
す
。

総人口
０～14歳
15～39歳
40～64歳
65歳以上

（うち75歳以上）

生産人口率
（15～64歳人口）

高齢化率

2021区　分 2025 2030 2035
5,130
517
1,027
1,645
1,941
971
52.1
2,672
37.8

4,814
524
948
1,425
1,917
1,026
49.3
2,373
39.8

4,376
471
845
1,219
1,840
1,078
47.2
2,064
42.1

3,963
417
789
1,101
1,656
1,111
47.7
1,890
41.8

１年
２年
３年
４年
５年
６年
計

R４ R５ R６
年度

R７ R８ R９
人数 人数 人数 人数 人数 人数
38
38
31
36
37
40
220

34
38
38
31
36
37
214

34
34
38
38
31
36
211

25
34
34
38
38
31
200

29
25
34
34
38
38
198

15
29
25
34
34
38
175

KAN
EYAM

A　
TO
W
N

人口構成等の推移 金山小学校児童数の推移

町民ニーズを反映し
持続可能な金山町へ

令和４年度　金山町予算編成方針POINT

令和４年度の
７つの重点事業

上記３つは、プロジェクトチーム
を組織し、より効果的な事業を
検討しています。

▼健康づくりの推進
　「支援を必要とする高齢者の増加」が当町の大
きな課題となっています。生涯にわたり活躍でき
る健康長寿を増やすため、町民運動となるような
実効性のある事業を検討します。

▼学力向上対策
　令和４年度から町内の小学校が一つになります。
環境の変化により児童が不安にならないようなフ
ォローアップ体制をとりながら、かねてからの課
題である児童・生徒の学力の向上について検討し
ます。

▼所得向上対策
　地域経済の活性化には、一人当たり所得の向上
が欠かせないと考えます。感染症の拡大により打
撃を受けた商工事業者や農林事業者の所得底上げ
となる中長期的な施策を検討します。

▼「ウィズ・コロナ」対策
　新型コロナウイルス感染症対策は、引き続き優
先課題です。３回目のワクチン接種も徐々にその
内容が示されていますが、円滑な接種の継続を含
め「ウィズ・コロナ」を意識した丁寧で安心・安
全な行政サービスを提供していきます。

▼デジタル化の推進
　国では９月にデジタル庁が発足し、デジタル時
代の官民インフラを今後５年で作り上げるとして
います。住民の利便性向上を一番の目的とし、町
としてデジタル化の流れに取り残されることの無
いよう行政サービスや事務事業の再構築を図りま
す。

▼新しい地域交通のあり方
　スクールバスの中学生の利用を含むサービス拡
充やデマンド交通の導入等についてニーズに応じ
た地域交通を検討します。

▼観光・景観施策
　グリーンバレー神室一体の今後の方向性によっ
ては、今後の観光のあり方について、大きな転換
が迫られます。金山住宅の着工数減少などが課題
となっている景観施策と併せて、強みを生かした
これからの観光・景観施策を検討します。

※町教育委員会調べ（2021年11月時点）※2021は10月末の住民基本台帳人口、2025以降は
　国立社会保障・人口問題研究所の推計値を使用
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撃
し
て
排
除
す
る
「
免
疫
」
と
い
う
働

き
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
一
度
、

「
麻
疹
（
は
し
か
）」
に
罹
患
し
た
こ
と

が
あ
る
人
は
、
そ
の
病
気
の
抗
体
が
で

き
る
こ
と
で
、
二
度
目
以
降
に
は
症
状

が
出
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
も
免
疫
の

働
き
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
免
疫
が
過
剰
に
働

き
、自
身
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
の
が「
ア

レ
ル
ギ
ー
反
応
」
で
す
。
こ
う
し
た
ア

レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
す
物
質
は
主
に

「
食
物
」や「
ダ
ニ
」、「
花
粉
」や「
カ
ビ
」、

あ
る
い
は「
ペ
ッ
ト
の
フ
ケ
」や「
薬
剤
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
を
起
こ
す
原
因
物
質
を
「
ア

レ
ル
ゲ
ン
」と
呼
び
ま
す
。ア
レ
ル
ギ
ー

は
Ⅰ
型
か
ら
Ⅳ
型
の
４
種
に
分
類
す
る

こ
と
が
で
き
、
最
も
知
ら
れ
て
い
る
の

が
「
Ｉ
ｇ
Ｅ
抗
体
」
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
る
即
時
型
の
Ⅰ
型
ア
レ
ル
ギ
ー

で
す
。「
花
粉
症
」「
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻

炎
」「
気
管
支
喘
息
」「
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
」「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
」
な
ど
が

１
型
ア
レ
ル
ギ
ー
の
代
表
的
な
も
の
で

す
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、

血
液
検
査
あ
る
い
は
皮
膚
検
査
で
調
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
血
液
検
査
は
ほ

と
ん
ど
の
医
療
機
関
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
気
に
な
る
場
合
は
調

べ
て
お
く
と
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

デ
マ
ン
ド
交
通
と
は
？

　
利
用
者
の
予
約
の
も
と
、
自
宅
か
ら

町
内
の
公
共
施
設
や
医
療
機
関
、
お
店

な
ど
へ
送
迎
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と

　
町
の
路
線
バ
ス
は
、
利
用
者
の
い
な

い
時
間
帯
も
多
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
今
後
、
足
腰
の
弱
い
お
年
寄
り
の

方
の
利
用
が
増
え
る
こ
と
も
見
込
ま
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
最
上
郡
内
の
多
く

の
町
村
で
導
入
が
進
ん
で
い
る
「
デ
マ

ン
ド
交
通
」
を
令
和
４
年
４
月
か
ら
導

入
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
中
田
線
・
西
郷
線
・
東
郷
線

に
つ
い
て
デ
マ
ン
ド
交
通
へ
の
移
行
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
温
泉
利
用
の
多
い

有
屋
線
や
山
交
バ
ス
区
間
は
現
行
料
金

で
引
き
続
き
路
線
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
導
入
に
向
け
参
考
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

問　
役
場
町
民
税
務
課　

　
　
く
ら
し
安
全
係

　
　
☎
52

－

２
１
１
１（
内
線
２
４
０
）

▼
期
間
　
12
月
11
日
〜
12
月
20
日

　
年
末
は
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
る
時

期
に
な
り
ま
す
。飲
酒
運
転
を
絶
対
に「
し

な
い・さ
せ
な
い・許
さ
な
い
」を
徹
底
し
、

危
険
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
冬
も
本
番
に
入
り
、
積
雪
や
路
面
凍
結

な
ど
の
道
路
環
境
の
悪
化
等
に
よ
る
重
大

事
故
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
特
に
12
月
は
年

間
で
最
も
交
通
事
故
の
発
生
が
多
い
月
で

す
。
車
は
早
め
に
点
灯
し
、
ス
ピ
ー
ド
は

控
え
目
に
、
歩
行
者
の
い
る
横
断
歩
道
で

確
実
に
停
車
す
る
と
と
も
に
歩
行
者
は
明

る
い
服
装
と
夜
光
反
射
材「
命
の
バ
ン
ド
」

を
着
用
し
、
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、

遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

侵
入
窃
盗
や
車
上
狙
い
等
、
身
近
で
発
生

す
る
被
害
や
、
特
殊
詐
欺
の
増
加
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
事
件
・
事
故
の
な
い
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
地
域
全
体
で
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
問　
役
場
町
民
税
務
課　

　
　
　
く
ら
し
安
全
係

　
　
　
☎
52

－

２
１
１
１（
内
線
２
４
６
）

町立金山診療所だより

っとクリニック vol.154ほ

アレルギー疾患について

町立金山診療所
　臨床検査技師　大森　喜江

　
今
や
、
日
本
人
の
４
割
に
症
状
が
あ

る
と
い
わ
れ
る
花
粉
症
や
ア
レ
ル
ギ
ー

性
鼻
炎
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
か
つ

て
と
比
較
す
る
と
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の

患
者
数
は
非
常
に
増
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
ス
ギ
花
粉
の
飛
散
量
が
増
加
し

た
の
み
な
ら
ず
、
生
活
環
境
の
変
化
も

大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
環
境
が
清
潔
に
な
り
、
体
の
免
疫
系

が
感
染
防
御
か
ら
ア
レ
ル
ギ
ー
発
症
の

方
に
傾
い
て
き
た
の
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
を
起
こ
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ

れ
ま
す
。
加
え
て
、
食
事
の
欧
米
化
、

気
密
性
の
高
い
住
宅
、
あ
る
い
は
大
気

汚
染
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
も
関
係
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
の
体
に

は
、
異
物
が
入
っ
て
く
る
と
こ
れ
を
攻

デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
を

検
討
し
て
い
ま
す

令和４年
４月から！

現在検討しているデマンド交通のイメージ
① 利用者はあらかじめ利用登録を行う
② 前日の午後３時まで、電話で予約する
③ 自宅で待ち、近所で利用する方がいれば相乗りで乗車
④ 帰りは予約した時間・場所から乗車し帰宅

料金　現在の路線バス料金から大幅に増えない金額で検討中
運行時刻　月～金　９時台、10時台、12時台、13時台
　　　　　（朝、夕の時間帯は現行料金でバス停から
　　　　　　スクールバスに乗車可能）

デマンド交通 Ａさん宅

Ｂさん宅

診療所
（Ｂさん下車）

〇〇商店
（Ａさん下車）

　
人
口
３
万
人
の
柏
崎
市
か
ら
30
万
人

の
仙
台
市
に
移
っ
た
中
学
１
年
生
の
感

覚
は
、
説
明
し
難
い
も
の
で
し
た
。
終

戦
直
前
の
中
心
部
の
爆
撃
か
ら
は
４
年

目
を
迎
え
て
い
た
は
ず
で
す
が
、
か
つ

て
の
杜
の
都
の
面
影
は
な
く
、
バ
ラ
ッ

ク
や
応
急
建
築
が
立
ち
並
ん
で
い
た
か

ら
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
第
二
師

団
の
後
に
は
ア
メ
リ
カ
第
８
軍
が
進
駐

し
て
お
り
、
苦
竹
キ
ャ
ン
プ
や
、
川
内

キ
ャ
ン
プ
が
占
領
下
と
い
う
状
況
を
示

し
て
い
た
か
ら
と
思
い
ま
す
。
事
実
、

１
９
５
０
年
６
月
末
か
ら
53
年
７
月
末

ま
で
朝
鮮
戦
争
が
行
わ
れ
て
お
り
、
国

連
軍
の
主
軸
と
し
て
米
軍
は
新
た
な
戦

争
中
だ
っ
た
の
で
す
。

　
中
学
で
は
音
楽
好
き
の
友
人
か
ら
の

影
響
を
受
け
て
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を

聴
く
こ
と
を
覚
え
、
２
年
に
な
る
と
調

子
に
乗
っ
て
、
使
わ
れ
て
い
な
い
階
段

教
室
で
有
志
と
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
試
み
た
り
し
ま
し
た
。
中
２
の
新

学
期
に
学
校
合
同
が
あ
り
、
１
学
年
、

２
ク
ラ
ス
80
人
か
ら
４
ク
ラ
ス
１
６
０

人
と
な
り
、
そ
の
た
め
に
校
舎
も
移
っ

た
の
で
、
催
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
が

活
発
に
な
っ
た
か
ら
で
し
た
。
東
京
の

兄
か
ら
の
影
響
も
加
わ
り
、
勉
強
か
ら

の
逃
避
も
あ
っ
て
音
楽
・
映
画
・
美
術

な
ど
に
関
心
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

　
高
１
の
時
、
は
じ
め
て
観
た
オ
ペ
ラ

は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結

婚
」
で
す
。
近
衛
秀
麿
指
揮
に
よ
る
二

期
会
、
藤
原
等
の
創
立
メ
ン
バ
ー
出
演

に
よ
る
も
の
で
、
素
朴
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
大
事
に
と
っ
て
あ
り
ま
す
。
当
時
は

オ
ペ
ラ
が
で
き
る
舞
台
が
無
く
、
仙
台

市
役
所
裏
手
に
あ
っ
た
東
北
劇
場
と
い

う
、
映
画
館
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
歩

い
て
行
け
る
距
離
に
新
築
さ
れ
た
仙
台

市
公
会
堂
で
は
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
ダ
ミ
ア

も
聴
き
ま
し
た
、
貼
り
付
け
て
あ
る
切

符
に
は
１
９
５
３
年
５
月
19
日
¥
４
０

０
と
あ
り
ま
す
。
母
と
は
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
民
族
舞
踊
団
公
演
を
観
に
行
き
ま
し

た
。
東
北
劇
場
は
普
段
は
古
い
名
映
画

な
ど
上
映
す
る
映
画
館
で
し
た
。
高
校

受
験
、
２
浪
を
経
て
の
大
学
受
験
の
時

期
・
時
代
を
除
け
ば
、
美
術
や
音
楽
・

映
画
に
憧
れ
た
軟
派
の
劣
等
生
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
仙
台
市
国
分
町
角
の
丸

善
書
店
で
手
に
し
た
書
籍
が
、
中
央
公

論
社
刊
・
岡
鹿
之
助
「
フ
ラ
ン
ス
の
画

家
た
ち
」、大
久
保
泰「
宿
命
の
画
家
達
」

と　
菊
地
一
雄
「
ロ
ダ
ン
」
の
３
冊
の

上
製
本
で
し
た
。
24
年
、
25
年
の
出
版

ー
わ
た
し
と
金
山
ー

林　
寛
治

か
ん　

じ

 

仙
台
で
の
中
学
・
高
校
ま
で №７

で
す
が
、
手
元
に
あ
る
そ
れ
ら
を
開
く

と
、
直
ぐ
ち
ぎ
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
紙
質

は
粗
雑
で
す
。
当
時
も
今
も
中
身
は
魅

力
あ
る
書
籍
で
す
が
、
美
術
方
面
に
進

む
と
い
う
意
思
は
皆
無
だ
っ
た
の
で
、

不
思
議
な
感
じ
で
す
。

　
私
が
生
ま
れ
た
東
京
・
本
郷
時
代
の

小
さ
な
家
も
賑
や
か
な
家
だ
っ
た
ら
し

い
の
で
す
が
、
仙
台
で
の
新
し
い
社
宅

は
、
両
親
の
郷
里
（
金
山
と
上
山
）
が

近
く
な
り
、
親
戚
・
知
人
・
友
人
の
来

客
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
茂
吉
先
生

の
ご
子
息
・
北
杜
夫
こ
と
斎
藤
宗
吉
氏

と
、
大
石
田
の
板
垣
家
子
夫
氏
の
ご
子

息
・
昭
雄
氏
は
共
に
東
北
大
学
医
学
部

在
学
中
で
、
北
先
生
に
は
た
ま
に
、
板

垣
昭
雄
氏
に
は
私
の
高
校
受
験
時
に
、

理
数
と
英
語
を
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。

上
台
の
近
岡
伊
三
郎
氏
も
立
ち
寄
ら
れ

ま
し
た
。

飲
酒
運
転
・
冬
道
の
交
通
事
故
防
止

強
化
旬
間
及
び
年
末
地
域
安
全
運
動

↓ダミアのプロ
グラムに貼った
入場券

↑近衛秀麿指揮
フィガロの結婚
プログラム表紙
1952年

※内容は変更となる場合があります
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お知らせ掲示板

「
自
律
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

を
見
直
し
ま
す

平
成
18
年
４
月
施
行
の
「
自
律
の
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
」
を
見
直
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
掲
載
媒
体　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
提
出
方
法　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明

示
の
う
え
、
電
話
・Ｆ
Ａ
Ｘ・Ｅ

メ
ー
ル
な
ど
で
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限　
12
月
28
日
（
火
）

問　
役
場
総
合
政
策
課　
政
策
推
進
係

　
　
☎
52

－

２
１
１
１
（
内
線
２
３
１
）

　
　
℻
52

－

２
０
０
４

　
　
　

seisaku@town.kaneyama.yamagata.jp

年
末
年
始
の
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

日
頃
よ
り
町
路
線
バ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
年
末
年
始
の
臨
時
運

行
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
12
月
29
日
〜
12
月
30
日　
全
路
線
通
常
運
行

▼
12
月
31
日
〜
１
月
３
日　
全
路
線
運
休

な
お
、
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
、
診
療

所
は
休
診
と
な
り
ま
す
。

問　
役
場
町
民
税
務
課　
く
ら
し
安
全
係

　
　
☎
52

－

２
１
１
１
（
内
線
２
４
６
）

ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
無
償
取
引
に
つ
い
て

　
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
改
正
に
伴

い
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
が
所
持
禁
止
の
対
象
と
な
り

ま
す
が
、
危
害
予
防
上
の
観
点
か
ら
、
警
察
で

は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
無
償
引
取
り
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
ク
ロ
ス
ボ
ウ
を
所
持
し
て
い
る
方
は
、
令
和

４
年
９
月
14
日
ま
で
に
手
放
す
か
、
令
和
４
年

３
月
15
日
か
ら
同
年
９
月
14
日
ま
で
に
所
持
許

可
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
引
取
り
を
希
望
す
る
方
は
、

最
寄
り
の
警
察
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
新
庄
警
察
署　
生
活
安
全
課

　
　
☎
22

－

０
１
１
０

「
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
」に
よ
る

結
婚
相
談
会

▼
日
時　
12
月
11
日
（
土
）

▼
場
所　
や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
最
上
支
所
（
新
庄
駅
前
）

▼
対
象　
結
婚
を
希
望
す
る
方
又
は
そ
の
家
族

▼
内
容　
婚
活
の
仕
方
、
お
見
合
い
相
手
の
紹
介

▼
費
用　
無
料

▼
申
込　
12
月
９
日
（
木
）
ま
で

問　
や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
２
３

－

６
８
７

－

１
９
７
２

借
金
返
済
に
関
す
る
相
談
窓
口

返
し
き
れ
な
い
借
金
で
お
困
り
の
方
、
ま
ず
は

お
電
話
を
。
相
談
は
秘
密
厳
守
・
無
料
で
す
。

▼
専
用
電
話　
０
２
３

－

６
４
１

－

５
２
０
１

▼
受
付　
　
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　
８
時
30
分
〜
16
時
30
分

問　
山
形
財
務
事
務
所
理
財
課

　
　
☎
０
２
３

－

６
４
１

－

５
１
７
８

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
環
境
展
の
開
催

▼
期
間　
令
和
４
年
１
月
10
日
（
月
）
ま
で

▼
場
所　
特
設W

EB

サ
イ
ト

▼
内
容　
著
名
人
に
よ
る
環
境
メ
ッ
セ
ー
ジ
動

画
／
出
展
企
業
・
団
体
に
よ
る
情
報

発
信
・
山
形
大
学
・
有
馬
研
究
室
に

よ
る
水
素
製
造
技
術
に
関
す
る
研
究

発
表
／
豪
華
賞
品
が
当
た
るSD

G

ｓ

ク
イ
ズ
な
ど

問　
山
形
県
循
環
型
社
会
推
進
課

　
　
☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
３
０
２

県道除雪からの
お願いです！

冬期間の道路交通を確保し、安全で安心な生活
を守るため、道路の除雪作業を行っています。
除雪作業を安全で効率的に進めるため皆様のご
理解とご協力をお願いします。

① 除雪車の周辺は大変危険です。
　 近づかないでください。

② 路上駐車はご遠慮ください。

③ 道幅が狭くなることにより、交通事故を引き起
　 こす場合があるため、敷地内の雪は道路に出さ
　 ないでください。

④ 除雪後に間口に残った雪は、各家庭やご近所で
　 協力し、処理をお願いします。

⑤ 流雪溝に雪を排雪する際は、地区で決められた
　 ルールを守りましょう。また、作業後は必ずふ
　 たを閉めましょう。

問　最上総合支庁道路計画課　☎22－1111

12月27日（月）まで
忘れずに納付しましょう。

◆町県民税　第４期
◆国民健康保険料　第６期
◆介護保険料　第６期

◆後期高齢者医療保険料　第６期

今月の納期

「福祉燃料券購入支援」のお知らせ
冬期間の燃料購入費の負担を少しでも軽減するため、一定の条件を満たす家庭に、燃料購入費の
一部を支援します。（町が把握している対象者の方には、11月中旬から健康福祉課職員が燃料券
を配布しています。）

●支援額　１世帯あたり「美杉ちゃん商品券」7,500円相当を予定
●対象者　次の２つの条件すべてに当てはまる世帯
　　　　　条件１：令和３年度の住民税が誰にも課税されていない世帯
　　　　　条件２：次のいずれかに該当する世帯

※町で対象者の把握を行っておりますが、新規で対象となる場合や、対象もれなどの場合も考え
　られますので不明な点は担当までお問い合わせください。
●問い合わせ　役場健康福祉課　福祉係　☎52－2111（内線261）

•70歳以上で一人暮らし世帯
•高齢者夫婦２人暮らし（男65歳以上・女60歳以上）または高齢者のみ（65歳以
上のみ世帯）で、うち１人でも70歳以上の方がいる世帯
•身体障害者手帳（１級・２級）を持っている方がいる世帯
•精神障害者保健福祉手帳（１級）・療育手帳（Ａ）を持っている方がいる世帯
•平成15年４月２日以降に生まれた子（※18歳以下の子）がいるひとり親世帯（課
税されている別世帯と同居している場合は除く）
•介護保険法の介護度４・５に該当若しくは同程度の状態の方がいる世帯

【お好きなキャッシュレス決済でポイントが使えます】
◆ICカード　◆QRコード決済　◆クレジットカード　注）クレジットカードは一部対象外有
予約・申込はスマートフォンまたは、役場町民税務課窓口でもお手続きできます。

は12月末まで！

町民税務課窓口で手続き【必要なもの】
①マイナンバーカード
②マイナンバーカードの４ケタの暗証番号
③ポイントを申込するキャッシュレス決済情報
　・利用するキャッシュレス決済のカード
　　または、
　・ＱＲコード決済の場合
　スマホなど決済アプリを使用している端末

スマートフォンで手続き【必要なもの】
①マイナンバーカード
②マイナンバーカードの４ケタの暗証番号
※キャッシュレス決済サービス会社のＨＰや
　アプリからの申し込みがおススメです！

詳しい手順はQRコードから

問い合わせ　役場町民税務課　住民係　☎52－2111（内線247）

【注】今年の４月末までに
マイナンバーカードを
申請した方が対象です



「これからこども会議を始めます」

「今日のお題は、『怒られたときはどうしたらいいか』で

す。皆さん、意見を聞かせてください」

「はい！私はごめんなさいって謝るのがいいと思います」

「はーい！泣いちゃうのはどうかな？」

「はいはーい！笑ってごまかすのは？」

だんだん話は逸れて、しまいにはどっちのパパやママが

怖いかでけんかまで始まっちゃって。なんとか議長が場

を納めて議論が再開。そして、出された驚きの結論とは？

むかしむかしあるところに、やっぱり死体がありま

した。（青柳碧人）／N（道尾秀介）／月夜の森の梟（小

池真理子）／オーラの発表会（綿矢りさ）／目の見

えない白鳥さんとアートを見にいく（川内有緒）

／認知症世界の歩き方（筧裕介）／よけいなひと言

を好かれるセリフに変える働く人のための言いかえ

図鑑（大野萌子）／腰痛がたちまち消える３秒スト

レッチ（神田良介）
※（　　）内作者名

12
月

新
刊
本

『
解
き
た
く
な
る
数
学
』

（
佐
藤
雅
彦
／
岩
波
書
店
）

あ
の
「
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
イ
ッ
チ
」
制

作
メ
ン
バ
ー
が
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
数
学
問
題
集
を
作
り
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
、
ひ
と
目
で
心
を
奪
わ

れ
る
問
題
ば
か
り
。
数
学
が
苦
手

な
人
も
得
意
な
人
も
、
魅
力
的
な

写
真
と
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
で
表
現
さ

れ
た
23
題
に
、
き
っ
と
夢
中
に
。

考
え
る
楽
し
さ
を
求
め
る
中
学
生

以
上
の
す
べ
て
の
方
へ
。

『
き
っ
と
誰
か
に
教
え
た
く
な

る
蚊
学
入
門
』

（
一
盛
和
世
／
緑
書
房
）

身
近
な
存
在
で
あ
り
な
が
ら
良
く

知
ら
れ
て
い
な
い
、
蚊
の
世
界
。

蚊
か
ら
派
生
す
る
多
面
的
な
世
界

を
〝
蚊
学
〞
と
し
て
捉
え
、
蚊
の

生
物
学
、
蚊
と
人
間
が
歩
ん
で
き

た
感
染
症
対
策
の
歴
史
、
蚊
が
運

ぶ
感
染
症
、
さ
ら
に
飼
育
方
法
ま

で
解
説
。
人
間
社
会
で
悪
役
に
な

り
が
ち
な
存
在
で
は
あ
る
も
の
の
、

実
は
不
思
議
で
面
白
い
〝
蚊
学
〞

の
世
界
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
。

「森の子ども図書コーナー」
交流サロンぽすと内

№190

『こどもかいぎ』
（北村裕花/作・絵
　　　　　フレーベル館）

「図書室だより」
中央公民館内　9：00 ▶ 16：00

広報かねやま　2021.12 ㉒広報かねやま　2021.12㉓

金
山
杉
俳
句
会
報
　
第
四
五
七
回

金
山
杉
俳
句
会
報
　
第
四
五
七
回

か
ね
や
ま
紅
風
会

か
ね
や
ま
紅
風
会

ぶ
ん
げ
い

星
川
　
キ
エ
子

朝
採
り
の
枝
豆
供
ふ
十
三
夜

赤
信
号
待
つ
間
ハ
ミ
ン
グ
里
の
秋

岸
　
　
　
昭
子

堀
を
越
え
紅
葉
舞
ひ
来
る
手
水
鉢

セ
ラ
ピ
ー
の
馬
と
戯
る
秋
の
原

高
橋
　
　
洋
子

満
月
の
家
並
麗
し
羽
州
道

モ
ル
ッ
ク
を
や
る
と
秋
日
に
集
ふ
民

鵜
沼
　
よ
し
子

散
り
敷
き
て
足
裏
擽
る
銀
杏
の
実

秋
簾
巻
き
つ
記
憶
を
辿
り
け
り

阿
部
　
　
一
代

木
の
葉
舞
ひ
人
影
も
無
き
吹
溜
り

気
が
つ
け
ば
銀
杏
色
付
き
季
を
知
る

栗
田
　
　
弥
超

菊
膾
器
の
中
に
妣
も
ゐ
て

色
変
へ
ぬ
松
卒
寿
ま
で
五
里
の
道

そ
な

う
る
わ

つ
ど

く
す
ぐ

は
は

と
き

荒
　
屋
　
阿
部
　
　
勝
子

亡
き
夫
へ
新
米
の
香
を
届
け
た
し

も
う
一
度
外
へ
出
て
観
る
十
三
夜

荒
　
屋
　
関
　
　
喜
美
子

清
め
た
る
観
音
堂
や
草
紅
葉

実
り
を
る
期
待
背
負
ふ
た
落
花
生

菅
　
越
　
庄
司
　
け
み
子

一
言
に
尽
き
る
美
味
さ
よ
今
年
米

山
々
に
迫
る
黒
雲
冬
近
し

七
日
町
　
青
柳
　
キ
エ
子

旧
友
の
訃
報
電
話
や
秋
灯

夕
暮
れ
の
時
を
逃
さ
ぬ
秋
時
雨

羽
　
場
　
坂
本
　
徳
太
郎

見
て
呉
れ
の
容
姿
で
咲
く
や
返
り
花

植
え
つ
け
の
玉
葱
の
苗
針
の
ご
と

上
　
台
　
阿
部
　
　
一
歩

野
良
畑
や
秋
の
一
日
を
惜
し
み
を
り

長
齢
を
身
丈
に
任
す
萩
の
花

七
日
町
　
村
松
　
　
枩
風

口
数
の
減
ら
ぬ
老
な
り
松
手
入
れ

小
手
捌
き
な
ん
と
見
事
な
冬
囲
ひ

み

は
た

の
　
ら

い
ま
し
た
！
写
真
は
、
引
き
続

き
シ
ェ
ー
ネ
ス
ハ
イ
ム
の
レ
ス

ト
ラ
ン
へ
行
く
ス
ロ
ー
プ
に
展

示
し
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
か
わ
ら
ば
ん
「
や
ん

ば
い
」
は
１
月
に
発
行
予
定
で

す
。
１
月
号
は
ど
ん
な
テ
ー
マ

で
発
行
す
る
の
か
！
？
お
楽
し

み
に
！

　
こ
ん
に
ち
は
、
協
力
隊
の
本

間
で
す
。

　
10
月
31
日
か
ら
11
月
30
日
の

約
１
ヶ
月
間
シ
ェ
ー
ネ
ス
ハ
イ

ム
の
１
階
に
お
い
て
「
み
つ
け

る
、
金
山
展
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
こ
の
展
示
は
私
を
含
め
た
町

外
出
身
の
４
人
が
作
品
を
通
し

て「
金
山
で
み
つ
け
た
美
し
さ
」

を
表
現
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

写
真
、
灯
篭
、
絵
画
、
草
木
染

め
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

　
私
が
金
山
町
に
来
て
約
半
年

が
経
ち
、
金
山
の
暮
ら
し
は
本

当
に
豊
か
だ
な
と
日
々
感
じ
て

い
ま
す
。
四
季
折
々
の
食
材
や

自
然
。
そ
し
て
お
土
産
品
や
飲

食
店
な
ど
。
金
山
の
資
源
を
使

い
、
生
産
者
の
想
い
な
ど
も
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
、
す
ご
く

贅
沢
な
時
間
が
金
山
に
は
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
回
沢
山
の
人
に
見
て
い
た

だ
い
て
「
金
山
に
こ
ん
な
お
土

産
品
が
あ
る
な
ん
て
知
ら
な
か

っ
た
！
」
や
「
若
者
視
点
で
金

山
を
切
り
取
っ
て
も
ら
え
て
改

め
て
金
山
の
良
さ
を
感
じ
た
」

な
ど
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

Facebookで活動
を発信していま
す！ぜひチェック
してください！

隊員　本間　真生№５

「みつける、金山展」開催しました！
かわらばん「やんばい」は1月発行予定！

東京金山会通信 №32

東京金山会 広報担当（藤山善夫）
☎080－5525－0435
　fujiyama.d.siren@ae.auone-net.jp

問
い
合
わ
せ

東京金山会のページに
アクセス！

いつのまにか、足元が冷えるくらいの東京。そろそろ冬の準備を始めなければならない季節ですね。今回はそんな足元から暖かく
なるコラムと、Somewhere in Tokyo「東京のどこかで」と題して、「花」をめぐるアートの話題です。

なぜか囲炉裏端には、おじいちゃんの姿が似合う。黒い鉄器があって、黒いすすと柔
らかい空気。東京の近代的な母屋では、今は家の中、マンションならなおさら、スプ
リンクラーが作動してしまいそう。火を起こす事自体がはばかれるだろう。
囲炉の周りには、不思議と人が集まる。寒い夜でも暖かく、白湯かお茶かをいただいて、
外に積もる雪を忘れさせてくれる。おじいちゃんの「昔話」を聞きながら、冷える足
先も、霜焼けも忘れるくらいに暖まる囲炉裏端。絶対に忘れたくないですね。

「東京金山コラム」Vol.11「囲炉裏端」

　谷中近隣での撮影後に、ドライフラワーがもった
いないなと思い、フラワーアーティストさんへ意見
を聞いたら、彼女いわく「いつも生花扱ってるから、
バッサリ捨てな。潔さも大事だよ！必要ならまた造
るから! !」と。気風の良さ、感銘。写真は、製作
に丸２日かかるドライフラワーのティアラ。

Somewhere in Tokyo　「東京のどこかで」

＼今月は８冊！／



▼
雨
の
中
開
催
さ

れ
た
ト
レ
イ
ル
ラ

ン
ニ
ン
グ
。
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
、
悪
天
候
な
ん
て

な
ん
の
そ
の
。
神
室
ス
キ
ー
場
の

急
勾
配
な
ゲ
レ
ン
デ
を
転
が
る
よ

う
に
駆
け
抜
け
る
選
手
た
ち
に
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。
と
て
も
苦
し
い

は
ず
な
の
に
、
選
手
の
皆
さ
ん
が

笑
顔
で
ゴ
ー
ル
を
す
る
の
が
印
象

的
で
し
た
。
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で

し
た
！

▼
あ
っ
と
い
う
間
に
12
月
を
迎

え
、
師
走
と
い
う
名
の
と
お
り
、

慌
た
だ
し
く
過
ご
す
日
々
を
迎
え

ま
す
。
新
年
、
良
い
ス
タ
ー
ト
を

切
れ
る
よ
う
に
、
今
年
の
こ
と
は

今
年
の
う
ち
に
、
や
り
残
し
の
な

い
よ
う
に
日
々
し
っ
か
り
生
き
て

い
き
た
い
で
す
。

編
集

 

後
記

金山町の人口は、 5,130人 （10月末現在）
男　性　2,520 人（　０）
女　性　2,610 人（－９）
世帯数　1,735 世帯

▼10月の異動
　出生 2　人
　死亡 9　人
　転入 5　人
　転出 7　人

■
編

集
・

発
行

／
山

形
県

金
山

町
役

場
 　

〒
999 −5402  最

上
郡

金
山

町
大

字
金

山
324 −1　

TEL.0233 −52 −2111　
FAX.0233 −52 −2004　　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

E-m
ail  kouhou＠

tow
n.kaneyam

a.yam
agata.jp　

URL  https://w
w

w
.tow

n.kaneyam
a.yam

agata.jp　
　

　
■

印
刷

／
有

限
会

社
み

ど
り

印
刷
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祝
祭
日
に
は
　
　
　
　 

を
掲
げ
ま
し
ょ
う

山形県金山町
やまがたけんかねやままち
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